
■
酒
童
②
伽
神
戸
酒
徒
雲
鮒
選
老
座
談
会

拓
目
圭
寸夢ｌ

”
年
代
ス
タ
ー
ト
の
年
の
番
附
で

す
の
で
、
張
り
切
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
選
考
に
当
っ
て
は
、
ま
ず
各

企
業
の
業
績
内
容
、
次
い
で
個
々
の
方

の
酒
品
、
酒
量
を
審
査
の
基
準
と
し
て

頂
き
ま
す
。
そ
れ
と
前
回
か
ら
取
り
入

れ
た
帥
才
定
年
制
を
今
回
も
踏
襲
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で
は
西
（
経
済

人
）
か
ら
。

☆
新
横
綱
が
誕
生

Ａ
今
年
は
新
旧
交
代
が
目
立
っ
た

ね
。
特
に
８
年
連
続
横
綱
の
田
崎
俊
作

の
定
年
は
、
月
日
の
流
れ
を
感
じ
た

ね
。Ｂ

堂
々
た
る
名
横
綱
だ
っ
た
も
の

ね
。Ｃ

本
当
に
ご
苦
労
様
で
し
た
と
い
う

言
葉
を
贈
ろ
う
。

Ｄ
あ
と
川
上
勉
と
雀
部
昌
吾
も
お
疲

れ
様
で
し
た
。
今
後
は
後
進
の
指
導
に

当
っ
て
も
ら
お
う
。

Ａ
そ
れ
で
は
、
新
横
綱
が
誕
生
す
る

卯
年
代
初
の
審
査
に
入
り
ま
し
ょ
う
。

Ｂ
ラ
グ
ピ
ー
チ
ー
ム
と
Ｗ
Ｆ
Ｆ
胡
で

よ
う
か
。

☆
前
頭
も
変
動

Ｄ
川
西
倉
庫
の
川
西
章
二
に
は
地
元

の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
の
が
強
み
。

Ｃ
躍
進
組
と
し
て
は
ノ
エ
ビ
ア
の
大

倉
呈
、
イ
ズ
ム
の
小
田
倶
義
が
挙
げ
ら

れ
る
。
Ｗ
Ｆ
Ｆ
が
あ
っ
た
と
は
い
え
、

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
業
界
は
好
調
だ
な
。

Ｂ
ア
パ
レ
ル
の
陰
に
な
っ
た
感
じ
が

カ
ワ
ノ
の
河
野
忠
博
。
今
年
の
奮
起
に

期
待
し
た
い
。

Ｄ
真
珠
で
は
山
勝
真
珠
の
山
本
泉
が

出
世
頭
に
躍
り
出
た
。

Ａ
シ
ャ
ル
レ
の
林
雅
晴
は
東
京
進
出

で
忙
し
い
よ
う
だ
。

Ｂ
小
林
桂
の
小
林
博
司
が
若
手
ナ
ン

バ
ー
ワ
ン
だ
ろ
う
な
。

Ｃ
飲
ん
で
楽
し
い
の
が
沢
の
鶴
の
西

村
隆
治
。
さ
す
が
は
酒
屋
の
こ
と
だ
け

あ
る
な
。

Ｄ
こ
の
あ
た
り
で
新
顔
も
入
れ
た
い

と
こ
ろ
だ
が
。

Ｃ
そ
れ
な
ら
オ
ギ
サ
カ
の
荻
坂
昌
之

し
か
い
ま
せ
ん
よ
。
住
宅
業
界
で
は
ピ

大
健
闘
し
た
ワ
ー
ル
ド
の
畑
崎
庚
敏
が

い
よ
い
よ
正
横
綱
へ
・

Ｃ
ホ
テ
ル
・
ゴ
ー
フ
ル
リ
ッ
ッ
が
完

成
し
た
風
月
堂
の
下
村
光
治
と
、
兵
庫

エ
フ
エ
ム
に
も
乗
り
出
し
た
上
島
加
誹

の
上
島
達
司
の
両
名
が
張
出
だ
ね
。

Ｄ
ホ
テ
ル
と
言
え
ば
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ

テ
ル
中
内
力
好
調
。
樽
本
産
業
の
樽
本

久
は
安
定
し
て
い
る
。

Ｂ
神
戸
レ
ジ
ャ
ー
ワ
ー
ル
ド
に
も
一

役
買
っ
て
い
る
伊
藤
ハ
ム
の
伊
藤
研
一

を
大
関
昇
進
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

Ａ
関
脇
に
は
、
ま
ず
本
社
ビ
ル
を
建

て
た
ノ
ザ
ワ
の
野
津
太
一
郎
。
神
戸
経

済
同
友
会
の
代
表
幹
事
も
務
め
て
い

る
。Ｃ

ジ
ャ
ヴ
ァ
の
細
川
数
夫
、
森
本
倉

庫
の
森
本
禎
二
は
上
ら
ず
下
ら
ず
。

Ｄ
白
鶴
酒
造
の
若
手
社
長
の
嘉
納
秀

郎
を
引
き
上
げ
た
い
ね
。

Ｂ
乾
汽
船
の
乾
英
文
も
苦
戦
の
海
運

業
界
で
孤
軍
奮
闘
し
て
い
る
。

Ａ
そ
の
二
人
に
ユ
ー
ハ
イ
ム
の
河
本

武
を
加
え
て
小
結
ト
リ
オ
と
い
き
ま
し

卯
年
代
は
新
旧
交
代
の
時
代

西
／
経
済
人
木
下
健
角
田
嘉
宏

〈
三
富
商
店
取
締
役
社
長
〉

〈
弁
理
士
〉

〈
審
査
員
〉

寺
本
混
重
兼
亘

溌
路
屋
取
締
役
社
長
〉

〈
神
戸
新
川
社
地
域
報
道
部
〉

１
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１
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重兼 亘さん

カ
ー
の
存
在
で
し
ょ
う
ね
。

Ｂ
自
社
ピ
ル
も
建
て
て
い
る
し
ね
。

彼
な
ら
三
賞
の
有
力
候
補
で
も
あ
り
ま

す
ね
。

Ａ
続
い
て
モ
ー
ド
オ
リ
オ
ン
の
清
水

由
民
か
な
。

Ｂ
新
入
幕
組
と
し
て
は
ベ
ル
の
東
中

１
５５
１

Ｃ
ま
た
そ
う
な
ら
な
い
と
神
戸
の
経

済
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
ら
な
い
だ
ろ

う
し
ね
。

Ａ
内
外
共
に
卯
年
代
は
大
変
な
時
代

に
な
り
そ
う
で
す
が
、
神
戸
が
さ
ら
に

発
展
す
る
た
め
に
は
ど
ん
ど
ん
新
し
い

人
に
出
て
き
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

ｌ
最
後
に
三
賞
の
選
考
を
お
願
い
し

ま
す
。

Ｃ
そ
の
前
に
、
大
関
に
も
三
賞
の
受

賞
資
格
を
与
え
た
ら
い
い
と
思
う
ん
で

す
が
、
皆
さ
ん
如
何
で
し
ょ
う
。

Ａ
賛
成
で
す
。

Ｄ
私
も
い
い
と
思
い
ま
す
。
や
は
り

活
躍
し
て
い
る
人
に
贈
り
た
い
で
す
か

ら
ね
。

ｌ
そ
れ
で
は
神
戸
酒
徒
番
附
に
関
し

て
、
三
賞
は
大
関
が
受
賞
し
て
も
良
し

と
し
ま
す
。

Ｂ
殊
勲
賞
は
伊
藤
ハ
ム
の
伊
藤
研
一

は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
大
関
で
す
が
、

本
業
も
好
調
だ
し
、
何
よ
り
神
戸
レ
ジ

ャ
ー
ワ
ー
ル
ド
に
並
み
並
み
な
ら
な
い

情
熱
を
燃
や
し
て
い
る
。

Ａ
敢
闘
賞
は
神
戸
Ｊ
Ｃ
の
理
事
長
を

務
め
た
丸
与
産
業
の
松
田
茂
樹
か
な
。

Ｃ
そ
う
だ
ね
。
特
に
昨
年
は
神
戸
ま

つ
り
、
フ
ェ
ス
ピ
ッ
ク
、
Ｗ
Ｆ
Ｆ
と
大

行
事
が
続
い
た
し
ね
。

Ｄ
オ
ギ
サ
カ
の
荻
坂
昌
之
が
技
能
賞

だ
な
。
街
づ
く
り
に
対
す
る
貢
献
は
大

だ
し
、
何
よ
り
創
意
工
夫
の
姿
勢
が
い

い
ね
。

ｌ
敬
称
略
’
八
栄
弥
に
て
Ｖ

弘
吉
、
ゴ
ン
チ
ャ
ロ
フ
製
菓
の
光
葉
貞

男
の
洋
菓
子
コ
ン
ビ
は
確
実
。

Ｄ
丸
与
産
業
の
松
田
茂
樹
も
、
Ｊ
Ｃ

理
事
長
と
し
て
一
年
間
よ
く
頑
張
っ
た

し
、
晴
れ
て
幕
内
へ
。

Ｃ
堅
実
な
の
が
六
甲
バ
タ
ｉ
の
塚
本

哲
夫
、
フ
ァ
ミ
リ
ア
の
岡
崎
晴
彦
、
エ

ム
シ
ー
シ
ー
食
品
の
水
垣
宏
隆
と
い
っ

た
面
々
。
彼
ら
が
い
る
か
ら
前
頭
下
位

が
締
っ
て
く
る
。

☆
新
顔
が
十
両
へ

Ａ
十
両
筆
頭
に
は
森
真
珠
の
森
隆
を

持
っ
て
き
た
い
。
本
社
ピ
ル
完
成
と
新

神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
３
Ｃ
の
オ
ー
パ
に

も
す
っ
か
り
定
着
し
た
よ
う
だ
。

Ｄ
自
販
業
界
で
唯
一
健
闘
し
て
い
る

の
が
神
戸
い
す
蜜
の
森
川
正
輿
。

Ｂ
神
戸
オ
ー
ル
ス
タ
イ
ル
の
中
田
美

明
を
初
登
場
さ
せ
よ
う
。
モ
ー
ド
ピ
ア

も
す
っ
か
り
ポ
ー
ア
イ
名
物
と
な
っ
た

こ
と
だ
し
ね
。

Ｃ
今
年
度
の
Ｊ
Ｃ
理
事
長
が
有
馬
温

泉
・
陵
楓
閣
の
増
田
晴
信
。
観
光
ブ
ー

ム
に
乗
り
た
い
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。

Ａ
ブ
ー
ム
な
ら
今
年
は
や
は
り
不
動

産
・
住
宅
だ
ろ
う
。
星
野
建
設
の
星
野

忠
兵
衛
も
は
ず
せ
な
い
と
こ
ろ
だ
。

Ｂ
返
り
十
両
に
ト
ム
キ
ャ
ン
テ
ィ
の

榊
晴
夫
は
ど
う
だ
ろ
う
。
地
元
の
た
め

に
い
ろ
い
ろ
と
尽
力
し
て
い
る
し
ね
。

Ｄ
十
両
の
動
き
が
こ
れ
か
ら
楽
し
み

だ
ね
。
お
そ
ら
く
数
年
経
っ
た
ら
ガ
ラ

リ
と
顔
触
れ
も
変
わ
っ
て
く
る
ん
じ
ゃ

あ
な
い
か
な
。

晃さん

タ

健さん寺本角田嘉宏さん 木下

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



座
談
会

１
ひ
き
続
い
て
東
（
文
化
人
）
の
選

考
に
移
り
ま
す
。
番
附
に
入
る
前
に
、

文
化
・
交
流
の
〃
場
″
に
つ
い
て
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

☆
文
化
を
育
て
る
新
し
い
〃
場
″
の
芽

吹
き

Ａ
交
流
の
場
と
い
う
夜
の
店
で
良
い

形
の
店
が
少
な
く
な
っ
た
ね
。
ト
ム
・

キ
ャ
ン
テ
ィ
や
サ
ン
ト
ノ
ー
レ
の
様
な

店
が
貴
重
に
な
っ
て
来
た
の
で
、
文
化

人
達
も
大
切
に
し
て
欲
し
い
。

Ｂ
酒
場
も
で
す
が
、
ジ
ャ
ズ
ス
ト
リ

ー
ト
な
ど
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
の
交
流

も
あ
る
。
評
価
の
仕
方
を
考
え
た
い
。

Ａ
新
神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
劇
場
も
新

幹
線
で
見
に
来
る
。
場
の
提
供
と
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
良
か
っ
た
。
そ
の
意
味
で
田

中
康
介
企
画
部
長
の
功
績
は
大
だ
ね
。

Ｃ
企
業
が
美
術
活
動
の
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
や
、
新
し
い
演
劇
に
挑
戦
を
試
み
た

り
し
て
良
い
形
だ
。

Ｂ
関
西
信
用
金
庫
が
自
前
の
ギ
ャ
ラ

リ
ー
で
本
当
に
よ
く
が
ん
ば
っ
た
。

Ａ
以
前
「
文
化
不
毛
の
地
と
言
わ
れ

■
酒
童
②
恥
神
戸
酒
捷
謹
描
謹
諺

続
々
と
新
入
幕
、
上

東
／
文
化
人

佐
藤
廉

く
審
査
員
〉
〈
元
町
画
廊
〉

有
井
基

新人は早く番附に入るようがんばって欲しい。

る
兵
庫
県
は
、
経
済
人
の
不
理
解
に
よ

る
」
と
言
わ
れ
た
が
、
今
や
っ
と
芽
が

出
て
来
た
。
経
済
界
も
勉
強
し
て
欲
し

い
ね
。

Ｃ
若
い
人
材
の
掘
り
起
こ
し
を
ど
ん

ど
ん
し
て
行
か
ね
ば
。

☆
多
彩
な
新
人

ｌ
神
戸
の
動
き
の
中
で
目
立
っ
た
人

を
挙
げ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

Ａ
現
代
美
術
を
並
べ
て
ポ
ル
テ
ィ
コ

で
会
を
し
た
中
田
実
郎
。
音
楽
と
美
術

（
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
〉

位
に
変
化

１
５６
１

武
田
則
明

（
建
築
家
〉

の
交
流
と
い
う
大
き
な
課
題
を
提
示
し

て
く
れ
た
。

Ｂ
羽
多
悦
子
の
彫
刻
も
良
く
な
っ

た
。
小
さ
な
展
示
だ
け
で
な
く
、
展
覧

会
を
開
き
好
評
を
得
た
。
酒
豪
だ
し
唄

も
う
ま
い
。
榎
忠
は
充
電
期
間
だ
っ
た

が
、
今
年
は
や
る
ぞ
。
杉
山
知
子
も
。

堀
尾
貞
治
は
、
気
取
ら
な
い
現
代
造
形

の
代
表
的
な
一
つ
の
芽
。
そ
れ
と
伊
勢

昌
治
、
全
国
高
校
野
球
の
ポ
ス
タ
ー
を

指
導
、
こ
の
辺
り
は
皆
出
て
来
て
欲
し

い
人
達
。

Ｃ
文
学
関
係
で
は
新
人
は
伸
び
な
か

っ
た
ね
。
そ
の
中
で
、
玉
村
か
お
る

は
、
新
潮
社
か
ら
出
版
。
こ
れ
か
ら
エ

ッ
セ
イ
が
伸
び
る
だ
ろ
う
。
が
、
住
い

が
加
古
川
な
の
で
ち
ょ
っ
と
。

Ｂ
建
築
の
竹
山
清
明
は
集
合
住
宅
が

主
だ
が
、
活
動
範
囲
も
広
い
。
港
ま
ち

神
戸
を
愛
す
る
会
で
が
ん
ば
っ
て
い
た

し
、
オ
ペ
ラ
の
リ
サ
イ
タ
ル
を
し
た
。

声
は
抜
群
だ
し
、
酒
は
う
わ
ぱ
み
。

Ｃ
金
丸
正
博
は
〃
か
け
い
〃
〃
ト
ム

キ
ャ
ン
テ
ィ
〃
〃
小
万
″
な
ど
手
が
け
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凝韓

て
い
る
し
唄
も
上
手
い
。
〃
藤
よ
し
〃
や

〃
Ｔ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
〃
を
手
が
け
た
杉
本
勇

加
次
も
レ
ト
ロ
、
ク
ロ
ス
で
、
注
目
。

Ｂ
こ
れ
か
ら
と
言
う
と
神
戸
っ
子
に

マ
ン
ガ
連
載
中
の
岡
田
淳
、
ユ
ニ
ー
ク

だ
。
そ
れ
に
篠
原
順
子
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
画
は
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
で
カ
ッ
コ
い
い
。

☆
上
位
陣
譲
ら
ず
。
が
波
乱
ノ

ー
で
は
、
番
附
を
決
め
て
い
た
だ
き

ま
す
。

Ａ
筒
井
康
隆
は
、
バ
ー
ポ
ン
ク
ラ
ブ

の
メ
ン
バ
ー
全
員
を
登
場
さ
せ
た
パ
ロ

デ
ィ
ー
小
説
を
出
し
て
、
こ
れ
は
彼
の

す
が
、
帰
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
ま
た
来

た
時
に
と
い
う
こ
と
に
し
よ
う
。

Ｂ
十
両
で
は
、
新
谷
英
子
の
活
躍
が

あ
っ
た
。

Ａ
岩
見
健
二
が
良
く
な
っ
て
、
今
や

安
井
賞
候
補
と
し
て
兵
庫
県
の
筆
頭
。

三
宮
出
身
の
純
粋
の
神
戸
っ
子
だ
し
ね

Ｃ
去
年
Ｗ
Ｆ
Ｆ
で
活
躍
し
た
ク
リ
エ

ー
タ
ー
の
中
で
、
イ
ズ
ム
の
中
村
一
夫

が
こ
れ
か
ら
良
い
だ
ろ
う
。

Ａ
「
春
日
水
彩
画
展
」
で
大
賞
を
取

っ
た
知
念
正
文
、
教
師
を
し
な
が
ら
よ

く
や
っ
て
い
る
。

☆
昨
年
場
所
で
は
優
勝
。

１
次
に
三
賞
選
出
達
．

Ａ
敢
闘
賞
に
は
竹
山
清
明
。
今
ま
で

の
歩
み
、
実
績
を
積
み
上
げ
て
来
た
か

ら
ね
。

Ｂ
技
能
賞
は
新
谷
畷
紀
だ
。
神
戸
新

聞
奨
励
賞
を
も
ら
っ
た
し
ね
。

Ａ
殊
勲
賞
に
は
東
仲
一
矩
だ
ね
。
リ

サ
イ
タ
ル
も
開
い
た
し
、
今
良
い
時
期

だ
。Ｂ

石
阪
春
生
を
賞
に
入
れ
た
い
が
、

横
綱
を
入
れ
る
の
も
お
か
し
い
な
。
神

戸
市
に
美
術
館
を
建
て
る
と
い
う
文
化

的
大
功
績
な
の
だ
か
ら
、
相
撲
で
言
う

と
昨
年
場
所
の
優
勝
力
士
に
な
る
ん
だ

よ
。Ａ

で
は
、
今
年
は
特
別
賞
を
設
定
し

よ
う
。
石
阪
春
生
は
特
別
殊
勲
賞
と
し

よ
う
。

Ｉ
敬
称
略
’
八
栄
弥
に
て
Ｖ

独
壇
場
、
横
綱
譲
ら
ず
。

Ｃ
内
藤
国
雄
も
不
動
だ
。

Ｂ
谷
川
浩
司
は
名
人
復
帰
、
大
し
た

も
の
だ
。

Ｃ
大
森
一
樹
は
、
何
と
言
っ
て
も

「
花
の
降
る
午
後
」
神
戸
の
Ｐ
Ｒ
を
し

て
く
れ
た
事
は
大
き
い
し
不
動
。

Ａ
多
田
智
満
子
は
よ
く
書
い
て
い

る
、
神
戸
を
代
表
す
る
詩
人
だ
。

Ｂ
石
阪
春
生
も
多
方
面
に
活
躍
。

Ａ
そ
う
だ
。
今
年
初
め
て
神
戸
市
立

美
術
館
・
小
磯
記
念
館
が
建
て
ら
れ

る
。
御
遺
族
の
意
志
を
測
り
、
六
甲
ア

イ
ラ
ン
ド
に
設
立
す
る
こ
と
を
神
戸
市

に
動
き
か
け
た
の
は
彼
。
そ
の
功
績
は

す
ご
い
。

Ｃ
横
綱
級
の
が
ん
ば
り
だ
。

Ｂ
で
は
、
関
脇
か
ら
一
挙
横
綱
に
。

あ
と
は
順
繰
り
に
譲
っ
て
も
ら
お
う
。

Ａ
張
出
小
結
は
、
世
界
的
に
な
っ
た

植
松
窒
二
。

Ｂ
去
年
関
脇
だ
っ
た
時
実
新
子
は
元

気
い
っ
ぱ
い
の
売
れ
っ
子
だ
、
一
つ
昇

格
の
張
出
大
関
に
。

Ａ
前
頭
の
中
で
、
新
谷
誘
紀
は
風
格

も
出
て
来
て
良
く
な
っ
て
来
た
。

Ｂ
東
仲
一
矩
も
よ
く
が
ん
ば
っ
て
い

た
よ
な
。
充
実
し
て
い
た
。

Ｃ
「
く
つ
ぴ
ん
の
街
」
で
話
題
に
な

っ
た
軒
上
泊
は
、
前
頭
か
な
。
本
当
は

も
っ
と
上
位
に
し
た
い
く
ら
い
だ
が
、

初
登
場
だ
し
ね
。

Ａ
鈴
木
一
郎
は
バ
ル
セ
ロ
ナ
の
絵
を

神
戸
に
持
っ
て
来
た
功
績
が
あ
る
の
で

１
５７
１

基さん有井武田則明さん 佐藤廉さん
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ＴＥＬ2 2 2 - 7 2 2 2

奥
村
孝

杜
山
悠

市
野
弘
之

島
田
文
六

菊
水
啓
輔

沢
井
修
一

ヒルサイドピル４Ｆ

捷 雷附
平‘…璽鱈熱, ，
成”灘“議溺瀧総
一畑下上中樽伊野細森嘉

琵|噴勧島内本蕊勇ﾘ本趣太

殊
勲
賞
伊
藤
研

技
能
賞
荻
坂

敢
闘
賞
松
田
茂
樹

張
出
小
結
河
本
武
（
製
墓

張
出
小
結
乾
英
文
（
海
型

小
結
嘉
納
秀
郎
（
消
酒
）

張
出
関
脇
森
本
禎
二
（
倉
庫
）

張
出
関
脇
細
川
数
夫
羅
逃

関
脇
野
津
太
一
郎
運
材
）

張
出
大
関
伊
藤
研
一
（
食
邑

張
出
大
関
樽
本
久
歴
塞

大
関
中
内
力
余
テ
ル
）

張
出
横
綱
上
島
達
司
茄
逃

張
出
横
綱
下
村
光
治
画
菓
）

横
綱
畑
崎
麿
敏
溌
逃

昌
之

勝負検査役

武
田
則
明

有
井
基

佐
藤
廉

重
兼
亘

角
田
嘉
宏

寺
本
混

木
下
健

番
附
審
査 ３８

前
頭
松
田
茂
樹
径
器

前
頭
光
葉
貞
男
（
製
典

前
頭
水
垣
宏
隆
（
食
品

前
頭
岡
崎
晴
彦
溌
維

前
頭
塚
本
哲
夫
（
食
画
叩

前
頭
東
中
弘
吉
璽
菓

前
頭
清
水
由
民
溌
維

前
頭
荻
坂
昌
之
（
住
宅

前
頭
西
村
隆
治
需
酒

前
頭
小
林
博
司
費
易

前
頭
林
雅
晴
騒
維

前
頭
小
田
倶
義
罰
維

前
頭
山
本
泉
貫
珠

前
頭
河
野
忠
博
（
製
靴

前
頭
大
倉
異
（
化
粧
品

前
頭
筆
頭
川
西
章
二
（
倉
庫

司
》
》
》
》
鑑
》
》
喜
岬
轟
蓉
神
戸
っ
子

く西方〉取組場所
飛
鳥
・
ア
ル
バ
ト
ロ
ス
・
ウ
エ
ザ
ー

コ
ッ
ク
・
北
野
ク
ラ
ブ
・
ト
ム
キ
ャ

ン
テ
ィ
・
小
万
・
士
・
セ
ン
ト
ジ
ョ

ー
ジ
・
千
里
・
な
ぎ
さ
・
フ
ー
ズ
フ

ー
・
松
の
家
・
山
の
手
・
る
ふ
ら
ん

・
コ
ト
ブ
キ
・
ピ
ン
・
お
る
ご
Ｉ
る

・
柊
・
ア
ダ
ル
ト
・
モ
ン
ペ
リ
エ
・

ミ
レ
ー
・
ら
う
ん
じ
内
田
・
シ
ャ
ン

ゼ
リ
ゼ
・
コ
ス
モ
ス
。
赤
い
ピ
ア
ノ

雅
子
・
大
し
ま
・
マ
イ
セ
ン
・
ジ
エ

ラ
ー
ド
・
プ
ペ
ド
ー
ル
・
カ
サ
ブ
ラ

ン
カ
ク
ラ
ブ
・
か
け
い
・
花
ど
け
い
、

ピ
ア
ス
・
ネ
ネ
・
水
俣
・
ニ
ュ
ー
ム

ー
ン
ラ
イ
ト
・
伽
羅
・
あ
ざ
み
・
神

戸
倶
楽
部
・
マ
シ
ュ
ケ
ナ
ダ

十
両
榊
晴
夫
（
飲
食

十
両
永
田
耕
一
蒙
具

十
両
星
野
忠
兵
衛
荏
宅

十
両
増
田
晴
信
（
旅
館

十
両
西
村
理
蕨
食

十
両
戸
島
和
博
蚕
品

十
両
高
橋
洋
三
（
其
珠

十
両
小
林
新
吉
霊
維

十
両
西
宮
章
泰
荏
宅

十
両
細
谷
行
雄
璽
菜

十
両
木
下
章
夫
重
珠

十
両
阿
部
清
治
（
議
士

十
両
中
田
美
明
蕊
維

十
両
高
嶋
良
平
蚕
品

十
両
森
川
正
興
盲
販

十
両
筆
頭
森
隆
箕
珠

ｻ ﾛ ﾝ 太田

生田新道シマダ靴店２Ｆ
ＴＥＬ3 3 1 - 5 0 2 3

召ﾖ;裁茎池
神戸市中央区中山手通１－２２－１１３

Ｍｅｍｂｅｒ'ｓＣＩｕｂ
ｌ、ＩＥＩ、ＩＥ

神戸市中央区北長狭通１．．５．‐９
ＴＥＬ３３３．４１４３．５６２５

ＳＭｚＡＣＫ

ﾝ 桃の木
神戸市中央区下山手通２－１６－８

ｒＥＬ３９１－０２９７

D義s,、
でっさん

神戸市中央区北
ＴＥＬ

長独迩１－５‐- 1 2
3 3 1 - 6 7 7 8
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望
月

中
西

高
橋

元
一
氷

山
本
芳
樹

西
村
功

藤
本
ハ
ル
ミ

今
津
成
生

瀧
川
博
司

玉
井
新
吉

鳥
越
哲

宏進

酒
一
蒙
御
免

神戸
東く文化人〉特

別
殊
勲
賞石

阪

殊
勲
賞
東
仲

敢
闘
賞
竹
山

技
能
賞
新
谷

横
綱
石
阪
春
生
犀
哩

張
出
横
綱
筒
井
康
隆
示
謹

張
出
横
綱
内
藤
国
雄
蒜
棋
）

大
関
野
口
武
彦
詳
遊

張
出
大
関
谷
川
浩
司
存
挫

張
出
大
関
時
実
新
子
（
川
柳
）

関
脇
大
森
一
樹
灰
璽

張
出
関
脇
多
田
智
満
子
（
詩
）

張
出
関
脇
三
枝
和
子
（
小
説
）

小
結
安
水
稔
和
（
詩
）

張
出
小
結
植
松
圭
二
霊
形
）

張
出
小
結
織
田
正
吉
（
鴬
紫
）

誘清一春
紀明矩生
砂かむり

休
場佐本

松
本

前
頭
筆
頭
池
上
忠
治
雲
学

前
頭
増
田
正
和
霊
形

前
頭
新
谷
誘
紀
彫
刻

前
頭
中
村
茂
隆
（
作
曲

前
頭
貞
松
融
（
洋
舞

前
頭
花
柳
芳
一
（
邦
舞

前
頭
軒
上
泊
（
小
説

前
頭
東
仲
一
矩
（
洋
舞

前
頭
若
柳
吉
金
吾
（
邦
舞

前
頭
朝
比
奈
千
足
菩
楽

前
頭
村
上
翻
雲
雪
道

前
頭
須
永
克
彦
霜
劇

前
頭
君
本
昌
久
（
詩

前
頭
伊
藤
ル
ミ
（
ピ
ア
ノ

前
頭
松
本
幸
三
雷
楽

前
頭
初
田
寿
塁
術

行

聖

く東方〉取組場所
ア
テ
ィ
ッ
ク
・
栄
珍
・
エ
ト
ワ
・
オ

ア
シ
ス
・
お
た
や
ん
・
か
て
な
・
生

一
本
・
喜
八
・
京
・
ク
ィ
ー
ン
ズ
コ

ー
ト
。
く
れ
な
い
。
Ｇ
Ｅ
Ｎ
・
神
戸

時
代
，
コ
ン
パ
ス
・
山
菜
六
段
・
サ

ン
ト
ノ
ー
レ
・
緊
・
シ
ュ
ガ
ー
ヒ
ル

・
蛸
の
壷
・
で
っ
さ
ん
・
瓢
亭
・
フ

ア
ー
ス
ト
パ
ブ
・
ぼ
ん
く
ら
・
マ
コ

。
・
む
ろ
・
メ
イ
ホ
ー
ワ
紐
山
芦
屋
。
，
田

加
利
・
エ
ル
パ
ン
チ
ョ
キ
タ
ノ
・
蕎

藷
屋
・
太
郎
・
カ
ラ
ス
・
Ｖ
ｉ
ｅ
ｗ

・
ま
め
だ
。
ア
サ
ヒ
ビ
ア
ハ
‘
ワ
ス
・

コ
ー
ト
ダ
ジ
ュ
ー
ル
・
ら
ん
た
ん
・

オ
ー
ル
ド
ニ
ュ
ー
・
デ
イ
バ
イ
デ
イ

・
千
人
代
官
・
五
十
鈴
・
サ
ロ
ン
太
田

美
佐
田
辺
聖
子

読
取
長
部
文
次
郎
勧
編
集
室

定
正
朝
比
奈
隆

十
両
筆
頭
小
曽
根
実
（
音
楽
）

十
両
堀
尾
貞
治
彊
形
）

十
両
新
谷
英
子
扉
刻
）

十
両
岩
見
健
二
（
洋
画
）

十
両
中
田
実
郎
菩
楽
）

十
両
高
崎
研
一
郎
（
洋
哩

十
両
竹
山
清
明
愈
築
）

十
両
季
村
敏
夫
（
詩
）

十
両
中
川
博
志
菩
楽
）

十
両
村
上
和
子
（
企
図

十
両
知
念
正
文
（
洋
画
）

十
両
加
藤
き
よ
子
（
洋
巷

十
両
中
村
一
夫
（
享
子
‐
）

十
両
羽
多
悦
子
実
術
）

十
両
花
柳
五
三
輔
（
邦
舞
）

十
両
杉
本
勇
加
次
（
篇
ま
）

呼
出
し
小
泉
康
夫

端
雨
不
拘
連
日
無
休
相
動
申
侯

函
神戸市

ﾄ ﾑタキ1シテｆ

中央区下山手通２－１１－５
｢ ワシントンホテル１F
T P I E L 3 3 1 - 2 1 2 2

鱈里彊，
副Lal I正R O S S
神戸アルj 疋トロユ

神戸市中央区中山手通1 - - 2 2 - 1 0
ＺＯＵピル２Ｆ
ＴＥＬ２３１－３３００

クラブ

コトブキ

神戸市中央区三宮本通り
ＴＥＬ3 3 1 - 1 8 7 5

…誕共鐙
神戸市中央区琴緒町５－４－５

ＴＥＬ２３１－Ｏ４０６

た二の壷
神戸市中央区三宮町３－２－１

ＴＥＬ3 9 1 - 1 0 3 3
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な
だ
ご
ご
う
か
わ
ら
ば
ん

酒
特
集

智
灘
五
郷
瓦
版

年
末
ま
で
の
暖
冬
か
ら
一
転
し
、
六

甲
お
ろ
し
が
吹
き
ま
く
る
今
日
こ
の

頃
。
「
夜
の
熱
畑
一
杯
が
楽
し
み
」
と

い
う
人
も
多
い
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
ん
な

日
本
酒
フ
ァ
ン
に
各
社
自
慢
の
酒
を
お

教
え
し
よ
う
。

以
下
Ａ
は
代
表
的
銘
柄
、
新
製
品
及

び
そ
の
特
徴
。
Ｂ
は
そ
の
酒
が
飲
め
る

神
戸
近
辺
の
店
を
表
わ
し
て
い
る
。

飲
み
比
べ
る
も
良
し
、
好
き
な
銘
柄

を
飲
み
続
け
る
も
良
し
、
ま
た
飲
み
歩

く
も
良
し
。
（
社
名
は
釦
音
順
）

☆
泉
勇
之
介
商
店
八
灘
泉
Ｖ

Ａ
灘
泉
（
岨
２
１
８
０
０
円
）
Ｉ
山

田
錦
を
１
０
０
％
使
用
し
た
や
や
辛
口

の
さ
っ
ぱ
り
し
た
味
。

☆
菊
正
宗
酒
造
八
菊
正
宗
Ｖ

Ａ
菊
正
宗
『
特
酸
雅
』
（
１
級
皿
２

５
０
０
０
円
瓶
詰
化
粧
ケ
ー
ス
入
）
ｉ

ア
ル
コ
ー
ル
分
Ⅳ
・
５
％
、
日
本
酒
度

十
知
、
酸
度
邸
。
粒
選
り
の
酒
造
好
適

米
山
田
錦
と
宮
水
を
原
料
と
し
た
、
菊

正
宗
伝
統
の
生
翫
づ
く
り
に
よ
る
原
料

米
、
技
術
と
も
に
賛
を
尽
く
し
た
特
別

純
米
醸
造
酒
。

Ｂ
①
異
人
坂
花
苑
中
央
区
中
山
手

通
１
１
４
１
２
ラ
イ
ン
三
宮
ビ
ル
３
。

４
Ｆ
⑭
３
９
２
１
７
６
０
７
１
８

②
大
や
根
中
央
区
山
本
通
１
１
７
１

ｕ
コ
ー
ナ
ー
ハ
ウ
ス
Ｄ
Ｏ
３
Ｆ
露
２
５

八
酒
フ
ァ
ン
と
っ
て
お
き
情
報
Ｖ

菊正宗酒浩顎念館の正面入口

１
６０
１
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１
１
６
０
９
２

☆
木
村
酒
造
八
瀧
鯉
Ｖ

Ａ
①
瀧
鯉
生
粋
（
１
級
畑
２
２
０
０

０
円
）
Ｉ
精
白
度
帥
影
の
純
米
吟
砿
。

②
湘
鯉
本
醸
造
（
１
級
岨
２
１
８
８
０

円
）
ｌ
精
白
度
帥
％
の
吟
醸
づ
く
り
本

醗
造
。

Ｂ
①
宝
寿
司
中
央
区
北
長
狭
通
１

１
１
密
３
９
１
１
１
８
６
１

②
割
烹
よ
し
田
中
央
区
下
山
手
通
２

１
超
密
３
３
１
１
３
４
４
５

③
居
酒
屋
長
助
兵
庫
区
新
開
地
３
１

１
１
虹
⑧
３
７
１
１
２
２
５
８

④
喜
兵
衛
・
北
野
坂
店
中
央
区
山
本

通
２
１
１
１
１
画
２
４
２
１
５
４
１
１

⑤
喜
兵
衛
・
六
甲
店
灘
区
永
手
町
４

１
２
１
１
フ
ォ
レ
ス
タ
六
甲
曾
８
５
４

１
３
５
５
５

☆
剣
菱
酒
造
八
剣
菱
Ｖ

『

；

I篭

‘
1;蒜

Ａ
①
黒
松
剣
菱
（
咽
２
２
０
５
０
円
）

ｉ
濃
潤
な
旨
さ
が
自
慢
。

②
極
上
黒
松
剣
菱
（
皿
２
３
０
０
０
円
）

ｌ
飲
み
飽
き
な
い
味
。

Ｂ
い
ず
れ
も
神
戸
の
有
名
料
理
店
、

酒
房
等
に
置
い
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

一
度
御
賞
味
下
さ
い
。

☆
合
同
酒
精
八
富
貴
Ｖ

Ａ
①
富
貴
（
１
級
皿
２
１
７
５
０
円
）

Ｉ
当
社
１
級
酒
の
代
表
銘
柄
。
醗
造
用

糖
類
を
使
用
せ
ず
に
、
米
本
来
の
旨
み

を
生
か
し
、
後
味
の
ス
ッ
キ
リ
し
た
ド

ラ
イ
噌
好
に
合
っ
た
酒
。

②
富
貴
辛
口
（
１
級
皿
２
１
７
５
０
円
）

Ｉ
①
と
同
じ
だ
が
、
本
格
的
な
辛
口
酒

は
こ
ち
ら
。

③
本
醸
造
粋
酔
（
１
級
皿
２
１
７
５
０

円
）
Ｉ
飲
酒
後
の
口
臭
が
少
な
く
、
酔

い
醒
め
さ
わ
や
か
な
清
酒
。
ア
ル
コ
ー

難

麹震鱗Ｉ
酒の歴史の重みがこの建て物に

ル
耐
性
酵
母
を
使
用
し
、
後
味
の
残
ら

な
い
ス
ッ
キ
リ
し
た
飲
み
口
。

Ｂ
①
正
宗
屋
中
央
区
北
長
狭
通
３

１
３
１
５
密
３
３
１
１
３
６
６
９

②
酒
房
味
沢
兵
庫
区
和
田
宮
通
５
垂

６
５
１
１
９
６
３
９

③
居
酒
屋
万
・
住
吉
南
店
東
灘
区
住

吉
宮
町
４
１
３
１
９
密
８
４
１
１
９
３

４
４

④
憶
良
西
区
大
津
和
２
１
８
１
ｍ
⑥

９
７
４
１
０
１
２
３

⑤
一
元
町
富
貴
中
央
区
Ｊ
Ｒ
一
元
町
駅
南

側
恋
３
９
１
１
２
９
１
１

☆
小
西
酒
造
八
白
雪
Ｖ

Ａ
①
白
雪
（
特
撰
邸
２
２
０
５
０
円

。
１
級
岨
２
１
７
５
０
円
・
ブ
ル
ー
パ

ッ
ク
ー
級
皿
２
１
７
３
０
円
）
Ｉ
厳
選

さ
れ
た
酒
造
好
適
米
で
磨
き
あ
げ
、
仕

込
ま
れ
た
清
酒
。
口
当
た
り
さ
わ
や
か

な
風
味
が
味
わ
え
る
。

②
白
雪
生
貯
蔵
酒
（
黒
ラ
ベ
ル
７
２
０

誠
９
８
０
円
・
シ
ル
バ
ー
３
０
０
誠
３

２
０
円
）
Ｉ
フ
ル
ー
テ
ィ
ー
な
香
り
と

ソ
フ
ト
タ
イ
プ
で
、
す
っ
き
り
し
た
旨

味
を
も
っ
た
酒
。

③
白
雪
生
酒
ゴ
ー
ル
ド
（
２
級
３
０
０

減
４
２
０
円
）
Ｉ
フ
ル
ー
テ
ィ
ー
な
香

り
と
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
喉
ご
し
ま
る
や
か

な
味
わ
い
。

Ｂ
①
生
野
中
央
区
新
神
戸
オ
リ
エ

ン
タ
ル
ホ
テ
ル
錘
Ｆ
密
２
９
１
１
１
１

２
１

②
東
天
閣
中
央
区
山
本
通
３
神
戸
セ

ン
タ
ー
プ
ラ
ザ
内
容
２
３
１
１
１
３
５

１
６１
１
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卓毎＃ー

１③
居
酒
屋
万
・
一
一
一
宮
店
中
央
区
北
長

狭
通
１
１
７
１
１
恋
３
９
１
１
３
５
４

７④
同
。
｛
ハ
甲
店
灘
区
深
田
町
４
１
１

１
劃
密
８
１
１
１
６
５
６
４

⑤
同
・
垂
水
店
垂
水
区
日
向
１
１
４

１
ｕ
密
７
０
８
１
６
４
０
０

⑥
同
・
住
吉
北
店
東
灘
区
住
吉
本
町

１
‐
３
１
３
密
８
４
３
１
３
７
３
３

★
辰
馬
本
家
酒
造
八
白
鹿
Ｖ

Ａ
①
特
撰
黒
松
白
鹿
（
皿
２
２
０
５

０
円
）
Ｉ
喉
ご
し
軽
く
コ
ク
の
あ
る
き

め
細
や
か
な
味
。
伝
承
の
四
投
酒
が
基

調
と
な
っ
て
い
る
。

②
特
撰
黒
松
白
鹿
吟
醸
生
貯
蔵
酒
（
７

２
０
城
１
０
０
０
円
）
Ｉ
フ
レ
ッ
シ
ュ

な
吟
醸
香
と
軽
く
上
品
な
う
ま
み
が
特

長Ｂ
①
香
兆
中
央
区
中
山
手
通
１
１

謹鑑…浅 震

６
１
皿
⑧
３
３
２
１
５
７
７
７

②
白
鹿
郷
・
元
町
店
中
央
区
三
宮
町

３
１
３
１
１
兵
神
三
宮
ビ
ル
Ｂ
１
密
３

９
１
１
１
６
２
０

③
有
栖
川
垂
水
区
東
舞
子
町
娼
ｌ
、

舞
子
ビ
ラ
内
容
７
０
８
１
０
３
７
１

④
寿
里
庵
中
央
区
北
長
狭
通
１
１
廻

恋
３
９
１
１
８
６
８
１

☆
多
聞
酒
造
八
多
聞
Ｖ

Ａ
①
多
間
瓶
詰
（
１
級
皿
２
１
７
５

０
円
）
ｉ
甘
辛
中
庸
に
し
て
淡
班
な
酒
。

②
多
聞
爽
生
貯
蔵
酒
（
１
級
３
０
０
㎡

３
２
０
円
）
Ｉ
ソ
フ
ト
タ
イ
プ
の
本
醸

造
生
貯
蔵
酒
。

Ｂ
①
味
工
房
。
織
恋
路
屋
中
央
区

下
山
手
通
２
１
ｕ
ｌ
ｌ
密
３
９
２
１
２

５
５
２

②
く
い
も
ん
茶
屋
・
織
恋
路
屋
中
央

区
北
長
狭
通
１
１
５
１
１
大
山
ビ
ル
３

Ｆ
密
３
３
２
１
２
５
２
７

蕊呼

癖

函b 配苫壁宰柔夢時…尋凸』

落ち蒲いたたたずまい

③
に
っ
こ
ろ
や
中
央
区
加
納
町
３
１

ｕ
ｌ
ｍ
恋
２
３
２
１
３
６
９
０

④
赤
と
ん
ぼ
中
央
区
脇
浜
町
１
１
２

１
２
恋
２
２
１
１
５
５
０
０

⑤
ハ
イ
カ
ラ
家
族
中
央
区
北
長
狭
通

１
１
３
１
６
光
陽
ピ
ル
恋
３
９
２
１
７

２
７
２

☆
灘
誉
酒
造
八
灘
誉
Ｖ

Ａ
福
徳
長
蔵
酒
（
皿
２
１
５
５
０
円
）

１
本
醸
造
で
山
廃
仕
込
を
取
り
入
れ
た

本
格
的
な
灘
の
酒
。
成
分
は
特
撰
１
級

酒
と
同
じ
で
濃
厚
で
あ
る
が
、
や
や
辛

口
の
仕
上
が
り
。
ソ
フ
ト
な
中
に
も
キ

リ
ッ
と
し
た
押
味
の
あ
る
旨
味
で
、
酒

通
に
も
推
賞
で
き
る
酒
。
ア
ル
コ
ー
ル

分
略
％
、
日
本
酒
度
十
ｍ
、
酸
度
皿
。

Ｂ
①
ハ
イ
カ
ラ
家
族
中
央
区
北
長

狭
通
１
１
３
１
６
光
陽
ピ
ル
毎
３
９
２

１
７
２
７
２

②
あ
じ
び
る
魚
心
中
央
区
北
長
狭
通

１
１
４
１
２
密
３
３
２
１
３
４
５
６

③
民
芸
肉
料
理
わ
か
ま
つ
中
央
区
二

宮
町
３
１
，
－
３
審
２
４
２
１
２
２
２
２

④
松
屋
。
元
町
店
中
央
区
元
町
通
３

１
岨
密
３
３
１
１
４
８
１
２

⑤
松
屋
・
東
店
中
央
区
Ｊ
Ｒ
元
町
駅

高
架
下
恋
３
３
３
１
７
４
３
６

★
山
邑
酒
造
八
樫
正
宗
Ｖ

Ａ
樫
正
宗
超
特
撰
大
吟
醸
金
稀
〔
き

ん
ま
れ
〕
（
皿
２
５
０
０
０
円
化
粧
箱

入
）
Ｉ
酒
造
好
適
米
山
田
錦
だ
け
を
賛

沢
に
高
精
白
し
、
伝
統
の
技
術
で
醸
し

た
至
高
の
大
吟
醸
酒
。

Ｂ
神
戸
大
丸
ほ
か
、
酒
販
店
に
て
。

切り絵の世界にも酒蔵が

、

１
６２
１
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金盃吟醸酒・５名様

金需酒造

六甲山麓の水、空気をベースに低温
発酵で造りあげた喉ごしさわやかな
味。果実のような深い香りを心ゆく
までお楽しみ下さい。

P r e s e n t t o r e a d e r s

「灘の銘酒」愛読者プレゼント
各スポンサーの御好意により、下記の酒を木誌愛読者のみ
なさんにプレゼントします。
住所・氏名・年齢・電話番号を明記の上、〒6 5 O 神戸市中
央区東町1 1 3 - 1 大神ビル９Ｆ月刊神戸つ子酒プレゼント
係までお申し込み下さい。締切りは２月2 0 日到着分まで。
なお当選者の方は、当編集室まで品物を取りに来て頂くこ
とをあらかじめご承知下さい。

日本盛つのだる･ １名様

西宮酒造

角樽は日本独特の形の美しさを伝
え、祝儀ものとしての印象を今なお
受け継いでいます。お喜びの席に皆
さんお揃いでお飲み下さい。

白鶴まるバレンタインギフト。
１０名様

白鶴酒造

バレンタインデーの贈り物はチョコ
レートばかりではありません。お栖
落な大人のバレンタインギフトとし
てご満足頂けます。

灘泉純米。１名様

泉勇之介商店

アルコール分1 5 . 0 度以上１６．０度未
満。山田錦を1 0 0 ％使用しています。
やや辛口ですが、さっぱりとした味
わいをお試し下さい。

唱明ＪＦ．．．恐‘E 留唱

福徳長。３名様

灘誉酒造

アルコール分1 5 . 0 度以上1 6 . 0 度未
満。やや辛口だが、キリッとしたう
まみがあります。
酒通の方は是非どうぞ。i霧

器

蔦露§
蕊蕊

儲灘蕊 ⑫3

特撰黒松白鹿。３名様

辰馬本家酒造

アルコール分1 3 . 0 度以上1 4 . 0 度未
満。フレッシュな吟醸香、軽く上品
なうまみが売り物です。
冷やしてお飲み下さい。

雛‘H A f 錨較i ､癖….，

鋳
鶴
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☆白鶴美術館
東灘区住吉山手6 - 1 - 1 宮8 5 1 - 6 0 0 エ

白鶴酒造７代目嘉納鶴翁が古稀の記念
に昭和６年設立。段周時代の青銅器、
漢～清時代の陶磁器､ 唐時代の銀器､ 鏡
など中国の古美術品が充実している。
ＡＭ１０: 0 0 ～ＰＭ４：３０
大人6 0 0 円、大・高4 0 0 円、中・小2 0 0 円

月曜体（春・秋のみ開館）

☆菊正宗酒造記念館・参考室
阪神魚崎下車徒歩７分回8 5 4 - 1 0 2 9

創業者の嘉納屋宗徳翁が酒造業を創始
Ｌた1 6 5 9 年の酒蔵は一切金具類が使わ
れていない。参考室では酒造り映画を
上映、きき酒もあります。

ＡＭ１０: 0 0 ～ＰＭ３：００ 無料

イラストマップ／岩田健三郎
☆白鹿記念酒造博物館
阪神西宮下車徒歩1 5 分斡0 7 9 8 - 3 3 - 0 0 0 8

明治の建築をそのままの姿で保存公Ｉ
開。新春・福の神の特別展を２月1 9 日６４
まで開催中。２月1 1 日は杜氏の講演会ｌ
と酒蔵見学がある。問合せは上記へ。
A M 1 0 : 0 0 ～P M 5 : ００火曜､年末年始休
大人3 0 0 円大・高2 0 0 円中・小1 0 0 円
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☆昔の酒蔵。沢の鶴資料館
阪神大石駅下車徒歩７分衝8 8 2 - 6 3 3 3

江戸末期の古い酒蔵を利用して、酒造
りの歴史を紹介。直径２ｍを超す大桶
や滑車など2 0 0 種類3 , 0 0 0 点の道具類、
清水公昭作の酒聖の焼物など美術コレ
クションも展示している。
ＡＭ１０: 0 0 ～ＰＭ４: ００水噸休無料

☆甲南漬資料館
阪神新在家駅下車徒歩５分種8 4 1 - 1 8 2 1
大正1 1 年建築の奈良漬の老舗「甲南漬
本舗」の古いたたずまいを一部改装し
て公開された。奈良漬や灘の生一本の
昔のラベル約3 0 0 点他を展示。奈良漬
の資料が少ないだけに貴重だ。
ＡＭ８: 3 0 ～ＰＭ６: 3 ０無休無料

☆白鶴酒造資料館
阪神( 詰駅下車徒歩５分回8 2 2 - 8 9 0 7

館内は洗米、蒸米、放冷、麹取込み…
貯蔵、樽詰と酒づくりの全ての工程が
古い道具類と人形で再現されている。

ＡＭ９：0 0 ～ＰＭ４: ３０月曜休無料
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ボ
景

畷

瀞

１
６６
１

二
十
一
世
紀
を
目
前
に
し
た
一
九
九

○
年
代
の
神
戸
市
は
、
昨
年
の
十
一
月

一
一
十
日
に
誕
生
し
た
笹
山
幸
俊
新
市
長

の
も
と
、
新
市
政
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

国
際
化
時
代
も
、
自
然
環
境
を
地
球

感
覚
で
と
ら
え
、
激
動
す
る
世
界
の
政

治
動
向
を
身
近
に
接
す
る
情
報
化
社
会

を
迎
え
た
。

一
月
八
日
夜
に
開
催
さ
れ
た
新
春
国

際
親
善
パ
ー
テ
ィ
は
、
四
期
に
わ
た
っ

た
宮
崎
辰
雄
前
市
長
か
ら
バ
ト
ン
タ
ッ

チ
し
た
笹
山
幸
俊
新
市
長
と
翠
夫
人
、

田
淵
新
助
役
と
千
恵
子
夫
人
、
緒
方
新

助
役
と
雅
子
夫
人
と
い
う
新
し
い
顔
ぶ

れ
で
出
迎
え
、
神
戸
・
大
阪
在
住
の
領

事
館
を
始
め
、
各
国
の
親
善
団
体
の
人

々
な
ど
約
二
○
○
名
が
集
っ
た
。

Ｅ
・
バ
ウ
マ
ン
ド
イ
ッ
総
領
事
、
Ｇ
ｏ

Ｌ
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
ア
メ
リ
カ
総
領
事
、

Ｎ
・
Ｍ
マ
ッ
カ
ー
シ
英
総
領
事
、
，
。
Ｎ

ゴ
ル
ブ
ノ
フ
ソ
連
総
領
事
、
Ｒ
・
ペ
エ

イ
レ
仏
総
領
事
な
ど
各
国
領
事
や
名
誉

領
事
な
ど
も
、
新
市
長
と
の
あ
い
さ
つ

を
次
々
と
か
わ
す
。
Ｖ
ｏ
Ｆ
モ
ロ
ゾ
フ

社
長
や
、
関
西
国
際
委
員
会
の
Ｍ
ｒ
・
カ

ン
パ
ネ
ラ
会
長
、
カ
ナ
デ
イ
ア
ン
ア
カ

デ
ミ
ー
の
Ｓ
・
Ｊ
・
ヤ
ン
グ
校
長
や
、

在
日
イ
ン
ド
商
工
会
議
所
会
頭
の
Ｖ
・

Ｋ
グ
ブ
タ
氏
、
天
津
の
朱
交
換
教
師
や

シ
ア
ト
ル
の
Ｅ
ｏ
Ｉ
ジ
ョ
ン
ソ
ン
交
換

教
師
な
ど
多
彩
な
顔
ぶ
れ
。

浦
井
洋
、
渡
辺
一
郎
衆
議
院
議
員
、

石
井
一
二
、
片
山
公
人
参
議
院
議
員
な

ど
に
三
木
副
知
事
、
中
井
一
夫
元
神
戸

市
長
な
ど
大
物
も
顔
を
見
せ
る
な
ど
神

戸
ら
し
い
国
際
交
流
会
と
な
っ
た
。

( 写冥左上）笹山市長とバウマンドイツ総領事、キャンパネラ関西国際委員長。（右上）各国のお客様を出迎える市長夫妻、
田淵助役夫妻、緒方助役。（左下）中井一夫元神戸市長を囲んで。（右下）中西両伯を囲んで。

国副詑愚鍾

話題のひろば

｛ ＜Ｉ＞

司賭Ｅ

§

鵬 新
春
国
際
親
善

交
流
パ
ー
テ
ィ
開
く

血
新
市
長
夫
妻
出
迎
え
て

鍵ノ

獣
『劇

申ゥ

鷺

灘？寵蕊

鍵

灘
篭溌
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■
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
流
れ
る
中
で

故小
磯
良
平
画
伯

優
雅
に
一
年
祭

＜Ⅱ＞

１
６１
１

話題のひろぱ

平
成
元
年
の
十
二
月
十
六
日
。

御
影
の
故
小
磯
良
平
画
伯
の
ア
ト
リ

エ
に
お
い
て
一
年
祭
の
催
し
が
、
嘉
納

洋
二
、
邦
子
さ
ん
夫
妻
に
よ
っ
て
、
テ

レ
マ
ン
室
内
管
弦
楽
団
を
ゲ
ス
ト
に
、

昼
と
夜
の
二
回
に
亘
っ
て
開
か
れ
た
。

生
前
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
を
こ
よ
な
く

搬
蛎
剛
鱗
柵
剛
鈍
黙
鱗

誇
瀞
弦
楽
団
の
生
演
奏
が
優
雅
に
響
い
た
。

評
鋤
延
原
さ
ん
は
「
今
日
演
奏
さ
せ
て
い

ま
津
た
だ
い
た
チ
ェ
ン
バ
ロ
は
、
私
共
も
大

証
峠
変
欲
し
か
っ
た
も
の
で
、
イ
タ
リ
ア
か

毒
鶏
ら
神
戸
に
入
っ
た
時
買
い
求
め
に
行
き

》
》
樺
斗
葎
唖
で
赫
職
詫
睦
》
碩
坤
郵
嘩
擁

二
也

捧
恥
奏
で
き
ま
す
の
も
、
何
か
ご
縁
が
あ
る

鑑
栖
の
だ
な
あ
と
感
無
量
で
あ
り
、
大
変
光

識
謹
栄
に
思
っ
て
お
り
ま
す
」
と
。

》
》
れ
畦
や
奇
計
”
仁
誌
識
畔
唖
垂
輝
季
舜

か
壁
の
完
成
に
む
け
て
小
磯
良
平
記
念
美
術

諦
小
館
が
建
設
さ
れ
る
た
め
移
築
す
る
。
御

朴
》
影
の
静
か
な
た
た
ず
ま
い
の
中
で
数
々

↓
張
の
名
作
が
生
ま
れ
た
画
伯
の
ア
ト
リ
エ

》
》
》
搾
桃
和
睡
勤
些
湘
舜
誇
峨
鐸
渉
搾
牢
愉

酔
》
犀
行
動
美
術
協
会
の
画
家
た
ち
や
、
東
京

歴
ァ
鐸
芸
大
の
小
磯
教
室
出
身
の
画
家
た
ち

卜
両
雌
が
、
家
族
や
友
人
た
ち
と
共
に
、
一
年

》
》
》
舞
評
繊
群
幸
｝
」
細
蓋
誰
評
唾
移
築
の

》
郡
佑
問
は
芦
屋
住
い
の
予
定
）

閣鍛; 灘
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欝溌蕊識驚
I冷

菊 水章矩さん

〈
Ⅷ
〉

１
６８
１

ロ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ロ
国
際
文
化
都
市
神
戸
を
考
え
る

の
ト
ッ
プ

卯
年
代
、
神
一

ブ
ラ
ン
ド
の
創
造
を
願
う

東中弘吉さん

讃

口
座
談
会
出
席
者
八
敬
称
略
・
順
不
同
Ｖ

新
谷
誘
紀
一
鰯
鱈
謝
蛎
謀
議
授
）

東
中
弘
吉
（
㈱
ベ
ル
代
表
取
締
役
社
長
）

菊
水
章
矩
閥
菊
水
総
本
店
代
表
取
締
役
社
長
）

浅
木
幸
雄
（
票
蛎
懲
園
ナ
シ
ョ
ナ
ル
㈱
）

柴
田
啓
嗣
（
柴
田
商
事
㈱
代
表
取
締
役
社
長
）

松
谷
年
郎
繍
紅
屋
専
務
取
締
役
）

大
島
智
恵
（
ペ
ニ
ー
毛
皮
店
取
締
役
企
画
室
長
）

永
田
耕
一
閥
永
田
良
介
商
店
代
表
取
締
役
社
長
）

開
港
以
来
の
歴
史
と
伝
統
が
今
も
な
お
息
づ
く
老
舗
の
専
門
店

が
、
数
多
く
存
在
す
る
神
戸
。
〃
ハ
イ
カ
ラ
神
戸
″
と
い
う
言
葉

が
人
々
の
脳
裏
か
ら
薄
れ
つ
つ
あ
る
昨
今
。
卯
年
代
が
幕
明
け
し

た
今
、
商
業
文
化
の
象
徴
と
も
言
え
る
専
門
店
の
在
り
方
を
改
め

て
考
え
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
こ
で
、
今

回
は
神
戸
百
店
会
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
の
神
戸
の
専

門
店
を
担
う
皆
さ
ん
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
伝
統
を
活
か
し
た

こ
れ
か
ら
の
店
づ
く
り
と
新
し
い
神
戸
の
街
づ
く
り
に
つ
い
て
の

ご
意
見
、
ご
提
案
を
伺
っ
た
。
ゲ
ス
ト
は
、
昨
年
度
神
戸
文
化
奨

励
賞
を
受
賞
さ
れ
、
活
躍
目
覚
し
い
彫
刻
家
の
新
谷
露
紀
さ
ん
。

駿馬

新谷誘紀さん
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鶏鍵驚
識譲鶴蕊

☆
肌
年
代
は
店
づ
く
り
も
、
街
づ
く
り
も
、

ト
ラ
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ル
に
、
よ
り
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
に

浅
木
「
神
戸
百
店
会
」
に
は
、
今
年
で
弘
年
め
の
「
北
野
ク
ラ

ブ
」
、
塑
年
め
を
迎
え
る
「
ブ
ラ
ン
ド
ゥ
ブ
ラ
ン
」
の
二
店
を
入

れ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
現
在
で
は
、
神
戸
の
顔
で
あ
る
レ
ス

ト
ラ
ン
の
親
父
層
の
一
人
な
ん
で
す
が
、
仕
事
の
７
割
以
上
は
輸

入
物
販
を
手
が
け
て
い
ま
す
。

丁
度
い
い
具
合
い
に
「
北
野
ク
ラ
ブ
」
は
、
行
政
が
推
し
て
い

る
異
人
館
街
に
、
「
ブ
ラ
ン
ド
ゥ
ブ
ラ
ン
」
の
方
は
活
性
化
の
進

む
旧
居
留
地
の
中
心
に
位
置
す
る
と
い
っ
た
、
め
ぐ
ま
れ
た
環
境

に
あ
り
ま
す
。
特
に
、
北
野
町
は
と
て
も
賑
や
か
に
な
り
ま
し
た

ね
。
そ
こ
で
、
今
年
は
こ
こ
「
ブ
ラ
ン
ド
ゥ
ブ
ラ
ン
」
を
旧
居
留

地
に
あ
る
こ
と
を
意
識
し
た
店
づ
く
り
に
変
え
て
い
こ
う
か
と
考

え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
例
え
ば
加
数
年
前
の
西
洋
料
理
な
ん
か

を
見
直
し
た
り
し
て
ね
。

柴
田
私
ど
も
の
方
は
今
年
で
創
業
加
年
に
な
り
、
４
年
後
に
加

周
年
を
控
え
て
、
そ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

業
界
で
は
、
既
成
服
と
か
イ
ー
ジ
ー
オ
ー
ダ
ー
な
ど
の
機
械
縫

製
が
主
流
に
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
す
が
、
本
当
の
手
作
り
の
洋

服
を
残
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
非
常
に
手
間
が
か
か
る
オ
ー

ダ
ー
は
随
分
と
値
段
が
高
く
な
り
、
商
売
と
し
て
は
難
し
い
部
分

も
あ
り
ま
す
が
、
各
界
を
代
表
す
る
有
名
な
以
前
か
ら
の
お
客
様

も
数
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
し
、
日
本
で
一
番
古
い
洋
服
商
で

あ
り
、
柴
田
グ
ル
ー
プ
７
社
の
看
板
で
も
あ
り
ま
す
の
で
家
業
と

し
て
ガ
ッ
チ
リ
と
守
り
抜
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
今
、

お
菓
子
屋
さ
ん
の
店
頭
の
よ
う
に
、
洋
服
屋
で
も
、
手
縫
い
で
仕

立
て
て
い
く
姿
を
一
般
の
方
に
見
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
れ
ぱ

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
来
年
か
再
来
年
に
は
本
社
ビ
ル
建
設
を
考

え
て
い
ま
す
の
で
、
洋
服
を
作
っ
て
い
る
光
景
を
見
て
い
た
だ
い

て
、
本
当
の
手
作
り
の
洋
服
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
つ
ら
ぬ
い
て
、
洋

服
の
発
祥
で
あ
る
神
戸
の
柴
田
を
展
開
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

大
島
毛
皮
を
扱
っ
て
弘
年
に
な
り
ま
す
が
、
や
は
り
ハ
イ
リ
ス

ク
で
、
常
に
相
場
は
変
動
し
、
世
界
経
済
の
動
向
も
影
響
し
た
り

し
て
、
難
し
い
商
売
の
た
め
か
、
去
年
は
衰
退
傾
向
の
中
で
閉
め

９
１
６
１

兎 さん

盟､ 導騨

礎剰

一
エ
エ
ー柴

蕊
爵簿

さん永田耕啓 大島智恵さん

蕊
浅木幸雄さん

＃
．

松谷年郎さん
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ね
。
こ
れ
だ
け
短
期
間
に
、
上
手
に
本
物
を
つ
く
り
は
じ
め
て
い

る
国
民
は
日
本
人
以
外
に
な
い
と
思
う
ん
で
す
よ
。
器
用
だ
か
ら

き
っ
と
で
き
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

神
戸
の
歴
史
を
振
り
返
る
と
、
西
洋
文
化
の
玄
関
口
で
あ
り
、

熟
成
す
る
べ
き
場
所
で
あ
っ
た
の
に
、
今
ま
で
の
神
戸
は
、
ほ
と

ん
ど
文
化
の
通
過
地
点
で
し
か
な
く
、
旧
居
留
地
の
見
直
し
に
し

て
も
少
し
遅
か
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
ね
。
い
ろ
ん
な

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
も
壊
さ
れ
ま
し
た
し
。
し
か
し
、
今
と
な
っ
て
は

仕
方
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
、
店
づ
く
り
に
し
て
も

街
づ
く
り
に
し
て
も
ト
ラ
デ
イ
シ
ョ
ナ
ル
な
も
の
を
創
り
、
残
し

て
い
く
こ
と
が
、
卯
年
代
に
課
せ
ら
れ
た
我
々
の
使
命
じ
ゃ
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

☆
神
戸
ブ
ラ
ン
ド
形
成
の
た
め
に
、

ま
ず
百
店
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
研
究
会
を
開
い
て
み
て
は

新
谷
神
戸
に
し
か
な
い
、
何
か
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
ク
リ
エ
イ
テ
イ

ブ
グ
ッ
ズ
が
欲
し
い
で
す
ね
。

浅
木
神
戸
が
発
信
基
地
と
な
っ
て
何
か
神
戸
ら
し
い
も
の
を
打

ち
出
せ
る
よ
う
に
。
神
戸
に
買
い
付
け
に
来
る
よ
う
に
ね
。
ま
ず

国
内
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、
ア
ジ
ア
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
全
世
界
へ
と
。

新
谷
真
珠
や
サ
ン
ゴ
は
、
世
界
中
か
ら
買
い
付
け
に
来
ま
す
よ

ね
。
例
え
ば
、
イ
タ
リ
ア
や
ス
イ
ス
か
ら
も
…
。

大
島
日
本
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
す
も
の
ね
。

浅
木
ど
ん
な
も
の
に
も
、
神
戸
の
真
珠
を
使
っ
て
み
て
は
ど
う

か
な
…
。
例
え
ば
毛
皮
で
も
靴
で
も
家
具
で
も
。

新
谷
そ
れ
は
い
い
ア
イ
デ
ア
で
す
ね
。

浅
木
真
珠
以
外
に
な
い
で
す
か
。

新
谷
神
戸
ワ
イ
ン
や
神
戸
ビ
ー
フ
は
ど
う
か
な
。
特
に
ワ
イ
ン

は
先
を
見
越
し
て
ど
ん
ど
ん
品
種
改
良
し
て
い
ま
す
し
、
い
ず
れ

は
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
取
る
で
し
ょ
う
ね
。
ま
だ
発
表
し
て
加
年

も
経
た
な
い
の
に
、
Ｅ
Ｃ
諸
国
の
世
界
品
評
会
で
ゴ
ー
ル
ド
メ
ダ

ル
を
２
回
も
取
っ
て
い
ま
す
し
ね
。

浅
木
折
角
、
神
戸
を
愛
し
て
店
を
構
え
て
い
る
ん
だ
か
ら
、
そ

う
い
う
風
に
し
て
、
神
戸
で
何
が
世
界
的
に
う
れ
る
の
か
を
百
店

会
で
研
究
会
を
開
い
た
り
し
て
、
盛
り
上
げ
て
い
く
の
も
い
い
か

１
７０
１

た
お
店
も
少
な
く
な
か
っ
た
で
す
ね
。

昨
年
か
ら
、
ト
ー
タ
ル
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
イ
ン
ポ
ー
ト
ブ
テ
ィ

ッ
ク
を
始
め
て
、
仕
入
れ
の
た
め
に
ミ
ラ
ノ
に
行
く
機
会
が
多
く

な
っ
た
ん
で
す
が
、
日
本
は
ま
だ
ま
だ
お
栖
落
の
レ
ベ
ル
が
低
い

な
と
感
じ
ま
す
ね
。
今
や
経
済
大
国
で
、
ミ
ラ
ノ
で
も
日
本
の
企

業
が
進
出
し
て
い
ま
す
し
、
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
マ
ネ
ー
が
世
界
を
リ

ー
ド
し
て
い
ま
す
。
け
れ
ど
も
、
一
人
一
人
の
生
活
は
仕
事
に
追

わ
れ
て
い
て
貧
し
い
感
じ
で
す
よ
ね
。
実
際
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
行

っ
て
、
男
女
と
も
お
酒
落
を
し
て
生
活
を
エ
ン
ジ
ョ
イ
し
て
い
る

姿
を
見
る
と
、
日
本
人
も
負
け
ず
に
お
栖
落
に
な
っ
て
も
ら
い
た

い
と
思
い
ま
す
ね
。

ま
た
、
毛
皮
は
高
額
で
す
か
ら
、
や
は
り
、
専
門
店
と
し
て
本

当
に
い
い
毛
皮
だ
け
を
扱
い
た
い
で
す
ね
。
お
客
様
一
人
一
人
の

た
め
に
ミ
ラ
ノ
を
は
じ
め
と
し
た
各
地
に
飛
び
ま
わ
っ
て
、
す
ば

ら
し
い
商
品
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
、
そ
の
店
で
し
か
で
き
な
い

専
門
店
を
め
ざ
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
と
、
た
だ
売
る

だ
け
で
は
な
く
、
お
栖
落
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
に
も
お
客

様
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

新
谷
戦
後
、
日
本
は
欧
米
に
学
び
、
追
い
つ
き
、
そ
し
て
追
い

こ
し
、
ジ
ャ
ン
ル
に
よ
っ
て
は
届
か
な
い
分
野
が
あ
る
か
も
し
れ

な
い
け
ど
、
独
自
の
も
の
を
作
る
こ
と
の
で
き
る
時
代
に
な
っ
て

い
る
と
思
う
ん
で
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
卯
年
代
に
、
神
戸
に

ト
ッ
プ
ブ
ラ
ン
ド
が
そ
ろ
そ
ろ
出
現
す
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思

う
。
そ
れ
に
は
、
単
に
エ
コ
ノ
ミ
ー
を
重
ん
じ
て
マ
ー
ジ
ン
を
得

る
こ
と
だ
け
に
終
始
せ
ず
に
、
先
程
の
お
話
の
よ
う
に
伝
統
を
大

切
に
し
た
上
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
ク
リ
エ
イ
ト
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
大
量
生
産
、
大
量
消
費
で
な
く
、
子
々
孫
々
に
残
る
よ
う
な

も
の
を
ク
リ
エ
イ
ト
し
て
、
人
々
に
提
供
し
、
喜
こ
ん
で
も
ら

い
、
し
か
も
記
憶
に
残
る
よ
う
に
ね
。
だ
か
ら
、
そ
ん
な
も
の
が

生
ま
れ
る
よ
う
に
、
他
都
市
に
先
駆
け
て
神
戸
が
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ

ブ
を
取
っ
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。
世
界

の
ブ
ラ
ン
ド
を
日
本
へ
持
っ
て
き
て
販
売
す
る
時
代
は
過
ぎ
た
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
日
本
は
、
む
し
ろ
逆
に
海

外
か
ら
ブ
ラ
ン
ド
を
求
め
に
来
て
も
ら
う
よ
う
に
な
ら
な
い
と
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を
し
た
ら
あ
か
ん
、
ま
じ
め
に
コ
ッ
コ
ッ
や
ら
ん
と
ね
」
を
教
訓

に
、
今
、
私
も
原
点
に
戻
っ
て
、
せ
ん
べ
い
も
含
ん
だ
和
菓
子
屋

を
や
っ
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

神
戸
は
、
よ
く
「
新
し
い
も
の
好
き
」
と
言
わ
れ
ま
す
ね
。
私

自
身
、
そ
う
言
わ
れ
る
の
は
嫌
な
ん
で
す
が
、
な
る
ほ
ど
、
そ
う

だ
な
と
も
思
わ
せ
る
。
古
く
な
っ
た
も
の
を
ど
ん
ど
ん
消
し
て
い

く
風
潮
が
神
戸
に
は
あ
り
ま
す
よ
ね
。
私
は
、
神
戸
の
イ
メ
ー
ジ

が
軽
っ
ぽ
く
な
ら
な
い
よ
う
に
商
売
に
お
い
て
も
、
古
き
を
残
し

な
が
ら
新
し
い
品
づ
く
り
に
挑
戦
し
、
〃
京
風
″
と
呼
ば
れ
る
よ

う
に
〃
神
戸
風
″
と
名
の
つ
く
い
い
和
菓
子
店
を
め
ざ
し
た
い
で

す
ね
。
そ
れ
に
、
お
土
産
と
い
う
も
の
が
今
で
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
商

品
に
な
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
一
層
、
専
門
店
は
し
っ
か
り
と
し
た

本
物
を
作
ら
な
い
と
い
け
な
い
な
と
思
い
ま
す
。

永
田
神
戸
を
客
観
的
に
見
た
と
き
に
、
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
の
価

値
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
い
や
本
当
に
あ
る
ん
だ
ろ
う
か
。
と

い
う
二
律
背
反
を
常
に
感
じ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
神
戸
の
今
ま

で
の
越
し
方
に
裏
付
け
さ
れ
た
商
品
を
、
各
店
が
き
ち
ん
と
整
理

し
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
も
っ
と
も
っ

と
神
戸
で
あ
る
こ
と
に
こ
だ
わ
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
ね
。

ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
等
の
新
し
い
都
市
空
間
が
で
き
た
り
し
て
い

ま
す
が
、
そ
れ
で
も
三
宮
や
元
町
界
隈
に
人
の
足
を
引
き
つ
け
る

よ
う
に
し
て
お
か
な
い
と
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
地
域
に

は
、
基
本
的
に
以
前
か
ら
あ
る
神
戸
の
専
門
店
が
数
多
い
で
す
し

ね
。
も
と
も
と
あ
る
店
が
、
も
と
か
ら
あ
る
所
で
、
元
来
の
輝
き

を
失
わ
ず
に
商
売
す
る
べ
き
だ
ろ
う
な
と
感
じ
ま
す
ね
。

松
谷
私
は
、
神
戸
に
こ
だ
わ
る
よ
り
お
客
様
に
こ
だ
わ
る
べ
き

じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
う
ん
で
す
。
お
客
様
は
神
戸
に
住
ん
で
い
る

か
ら
、
お
客
様
に
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
神
戸
ら
し
さ
が
見
え

て
く
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
。
あ
く
ま
で
も
専
門
店
の
お
客
様
と
、

ど
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
Ｉ
シ
ョ
ン
し
て
い
く
か
。
そ
れ
を
突
き
詰
め
れ

ば
神
戸
ら
し
い
店
が
で
き
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
ね
。

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
は
流
れ
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
そ
の
流
れ
の
中

で
何
年
か
は
神
戸
ら
し
い
も
の
か
ら
外
れ
る
も
の
も
出
ま
す
。
そ

ん
な
時
に
、
自
分
が
、
ど
の
お
客
様
に
対
し
て
も
の
を
売
っ
て
い

１
７１
１

も
し
れ
な
い
で
す
ね
。

新
谷
私
は
、
小
さ
な
彫
刻
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
サ
イ
ン
を
押
し

て
、
底
に
〃
神
戸
″
と
書
い
て
い
る
ん
で
す
。
神
戸
で
は
出
し
て

い
な
い
ん
で
す
け
ど
ね
、
東
京
方
面
の
美
術
館
等
だ
け
で
。
そ
れ

が
、
凄
く
評
判
い
い
ん
で
す
よ
。
〃
神
戸
″
と
い
う
名
前
が
あ
る

だ
け
で
ね
。

大
島
そ
れ
は
、
メ
イ
ド
イ
ン
神
戸
に
な
る
わ
け
で
す
ね
。
日
本

全
国
に
神
戸
の
い
い
イ
メ
ー
ジ
が
侵
透
し
て
い
る
ん
で
す
よ
。

浅
木
百
店
会
で
〃
神
戸
″
の
ロ
ゴ
を
作
っ
て
み
て
も
い
い
ね
。

新
谷
百
店
会
で
研
究
会
を
開
け
ば
、
そ
の
中
か
ら
い
ろ
ん
な
ヒ

ン
ト
を
得
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
よ
。
神
戸
っ
子
で
あ
る
皆
さ
ん
が

集
ま
っ
て
日
頃
か
ら
お
考
え
の
夢
の
あ
る
話
が
で
き
る
百
店
会
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
い
て
み
て
は
ど
う
で
す
か
。

菊
水
酒
ま
つ
り
が
あ
る
ん
だ
か
ら
、
百
店
会
ま
つ
り
を
開
催
す

る
の
も
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

☆
神
戸
の
専
門
店
が
数
多
く
存
在
す
る
三
宮
や
元
町
に
、

い
つ
ま
で
も
人
々
の
足
が
向
く
よ
う
に
し
な
い
と

東
中
昭
和
２
年
に
創
業
し
、
犯
年
に
ベ
ル
と
改
名
す
る
ま
で
は

〃
東
京
・
木
村
家
″
と
い
う
屋
号
で
、
パ
ン
の
ウ
エ
ー
ト
の
方
が

高
か
っ
た
ん
で
す
。
改
名
し
て
か
ら
は
お
菓
子
に
３
）
力
を
入
れ
る

よ
う
に
な
り
、
現
在
の
両
者
の
割
合
は
、
半
々
ぐ
ら
い
で
す
ね
。

ア
イ
デ
ア
は
浮
か
ん
で
い
る
ん
だ
け
れ
ど
も
、
ベ
ル
で
は
展
開

で
き
な
い
分
野
を
開
拓
す
る
た
め
に
、
リ
ュ
バ
ン
ド
ー
ル
と
い
う

特
殊
な
形
体
も
と
っ
て
い
る
ん
で
す
が
、
あ
る
意
味
で
欲
求
の
吹

き
出
し
口
の
よ
う
な
、
自
分
達
の
ア
イ
デ
ア
が
ど
ん
ど
ん
実
現
し

て
い
く
よ
う
な
要
素
が
、
こ
の
店
舗
に
は
含
ま
れ
て
い
ま
す
ね
。

し
か
し
、
や
は
り
収
益
も
必
要
で
す
か
ら
、
難
し
い
で
す
ね
。

菊
水
私
ど
も
は
、
今
年
で
皿
年
め
に
な
る
ん
で
す
が
、
も
と
も

と
和
菓
子
屋
だ
っ
た
ん
で
す
。
そ
し
て
、
楠
木
正
成
の
栄
華
を
後

世
に
残
そ
う
と
ご
存
知
の
瓦
せ
ん
べ
い
を
作
っ
た
の
が
、
爆
発
的

に
売
れ
、
商
売
と
な
り
、
現
在
に
至
り
ま
す
。
結
局
、
先
代
で
あ

る
創
業
者
の
商
品
に
対
す
る
強
い
思
い
こ
み
で
成
功
を
招
い
た
ん

で
す
ね
。
神
戸
百
店
会
の
創
設
者
で
あ
る
風
月
堂
の
先
代
社
長
、

吉
川
氏
の
お
っ
し
ゃ
っ
た
「
和
菓
子
屋
は
、
し
よ
う
も
な
い
こ
と
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留
地
に
嗣
旧
○
○
瞬
邑
や
属
画
塁
国
○
シ
ョ
ッ
プ
な
ん
か
が
で
き

て
賑
や
か
に
な
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
例
え
ば
、
イ
タ
リ
ア
街
を
つ

く
っ
た
り
ね
。
一
つ
の
ま
と
ま
り
の
あ
る
集
合
体
を
。

中
国
の
方
は
す
ば
ら
し
い
で
す
よ
。
ど
こ
の
街
に
行
っ
て
も
必

ず
中
華
料
理
店
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。
そ
れ
に
、
ま
と
ま
り
が
あ
る

か
ら
す
ぐ
に
中
華
街
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
。

新
谷
通
り
、
ス
ト
リ
ー
ト
の
名
称
を
も
っ
と
考
え
て
も
ら
い
た

い
で
す
ね
。
例
え
ば
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
だ
っ
た
ら
番
地
、
番
号
で

区
分
し
て
い
て
統
一
さ
れ
て
い
る
。
神
戸
の
場
合
、
通
り
の
名
称

の
意
味
が
わ
か
ら
な
い
も
の
が
多
い
ん
で
す
よ
。
だ
か
ら
、
外
国

人
に
説
明
で
き
な
い
。
旧
居
留
地
だ
っ
た
ら
、
京
町
や
江
戸
町
、

浪
花
町
、
伊
藤
博
文
氏
を
讃
え
て
名
付
け
ら
れ
た
伊
藤
町
の
よ
う

に
、
日
本
語
で
統
一
さ
れ
て
い
る
ん
だ
け
ど
…
。
今
だ
っ
た
ら
、

宮
崎
通
り
や
小
磯
通
り
が
で
き
て
も
い
い
と
思
う
ん
で
す
よ
。
そ

う
い
う
ふ
う
に
統
一
す
る
こ
と
が
伝
統
に
も
つ
な
が
り
、
ブ
ラ
ン

ド
に
な
っ
て
い
く
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。
こ
こ
で
〃
ハ
イ
カ
ラ
″
の

意
味
を
洗
い
直
さ
な
い
と
ね
。

浅
木
一
つ
に
は
、
日
本
の
人
た
ち
が
神
戸
に
対
し
て
ハ
イ
カ
ラ

な
イ
メ
ー
ジ
を
も
っ
て
い
る
か
ら
、
日
本
的
な
名
称
ば
か
り
つ
け

て
い
っ
て
も
何
と
な
く
イ
メ
ー
ジ
が
わ
か
な
い
。
だ
か
ら
、
種
々

に
混
ざ
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。
こ
こ
で
、
一

つ
ポ
リ
シ
ー
を
も
っ
て
統
一
し
て
い
っ
て
も
い
い
で
す
ね
。

街
や
通
り
の
名
称
を
提
案
し
て
い
け
ば
ど
う
か
な
。

新
谷
そ
ん
な
と
こ
ろ
か
ら
手
を
つ
け
て
い
か
な
い
と
、
街
が
五

目
飯
の
よ
う
に
な
っ
て
、
な
か
な
か
整
備
で
き
な
い
と
思
う
な
。

現
代
は
、
衣
・
食
・
住
が
す
べ
て
に
お
い
て
快
適
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
は
、
人
間
自
身
の
肉
体
と
精
神
を
つ
く
っ
て
い
か

な
い
と
い
け
な
い
で
し
ょ
う
ね
。
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
や
ジ
ャ
ズ
ダ
ン

ス
を
や
っ
て
も
そ
う
簡
単
に
効
果
は
出
な
い
と
思
う
。
し
か
し
、

次
世
代
の
た
め
に
も
長
期
的
な
計
画
は
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

八
レ
ス
ト
ラ
ン
・
ブ
ラ
ン
ド
ゥ
ブ
ラ
ン
に
て
Ｖ

１
７２
１

る
の
か
を
忘
れ
な
い
で
お
こ
う
と
思
い
ま
す
。
流
行
に
流
さ
れ

ず
、
ベ
ニ
ヤ
の
ス
タ
イ
ル
を
保
つ
こ
と
が
、
お
客
様
の
安
心
感
に

つ
な
が
り
、
「
あ
そ
こ
へ
行
け
ば
必
ず
、
あ
の
商
品
が
あ
る
ん
や
」

と
言
っ
て
い
た
だ
け
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
の
専
門
店
の
あ
り
方

を
考
え
て
い
ま
す
。

☆
も
う
一
度
、
神
戸
の
歴
史
を
振
り
返
る
時
で
は

東
中
神
戸
に
お
い
て
、
今
、
ど
ん
ど
ん
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト

計
画
が
進
ん
で
い
ま
す
ね
。
そ
れ
に
加
え
て
ヒ
ル
サ
イ
ド
を
有
し

て
い
る
。
こ
の
両
者
が
一
体
と
な
る
と
こ
ろ
に
住
民
の
市
民
生
活

が
溶
け
こ
ん
で
い
る
の
は
、
や
は
り
良
く
も
悪
く
も
神
戸
の
特
徴

で
し
ょ
う
ね
。

永
田
行
政
が
、
い
ろ
い
ろ
と
開
発
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
も

っ
と
住
民
の
生
活
を
考
え
、
き
ち
ん
と
し
た
プ
ラ
ン
を
た
て
て
、

こ
れ
か
ら
は
計
画
を
進
め
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
は
、
住
ん
で
い
る
側
が
開
発
に
合
わ
せ
て
き
た
と
い
う
感
が
あ

り
ま
す
か
ら
ね
。

松
谷
神
戸
ブ
ラ
ン
ド
を
表
に
出
す
た
め
に
、
行
政
が
次
々
に
方

針
を
打
ち
出
し
ま
す
が
、
そ
れ
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
基
本
的
な

も
の
が
な
い
で
す
よ
ね
。
そ
う
い
う
も
の
に
、
も
っ
と
投
資
す
る

姿
勢
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

永
田
神
戸
の
街
を
考
え
る
時
に
、
も
う
一
度
、
神
戸
自
身
の
歴

史
を
振
り
返
っ
て
み
る
必
要
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
最
近
思
う

ん
で
す
。
そ
う
す
れ
ば
、
も
っ
と
い
ろ
い
ろ
な
ヒ
ン
ト
が
生
ま
れ

て
く
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
。

菊
水
街
に
、
新
し
い
も
の
ば
か
り
を
取
り
入
れ
て
い
る
と
、
浮

わ
つ
い
て
く
る
と
思
う
ん
で
す
よ
。
神
戸
を
ド
シ
ッ
と
し
た
風
格

の
あ
る
街
に
す
る
た
め
に
、
一
つ
一
つ
古
い
も
の
も
大
事
に
扱
っ

て
新
し
い
も
の
と
う
ま
く
ミ
ッ
ク
ス
さ
せ
な
い
と
ね
。

松
谷
お
店
を
と
り
ま
く
環
境
を
よ
く
す
る
た
め
に
も
、
専
門
店

集
団
で
あ
る
神
戸
百
店
会
か
ら
、
行
政
へ
、
そ
う
い
っ
た
提
案
を

し
て
も
い
い
と
思
い
ま
す
よ
。

☆
通
り
の
名
称
を
統
一
で
き
れ
ば

柴
田
何
と
か
街
と
い
う
の
が
も
っ
と
あ
れ
ば
お
も
し
ろ
い
と
思

い
ま
す
ね
。
中
華
街
が
で
き
ま
し
た
で
し
よ
。
大
丸
南
側
の
旧
居
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7３

田崎真珠㈱
取締役社長田鯛俊作
神戸市中央区港島中町６－３－２

ＴＥＬ（0 7 8 ）3 0 2 - 3 3 2 1

オールスタイル株式会社
取締役会長川上勉
神戸市中央区港島中町６－５－１

ＴＥＬ（0 7 8 ）3 0 3 - 3 3 1 1

キャンペーン「神戸の観光と魅力を探る」の
企画は以上各社の提供によるものです。
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ブライダルマザー鷲尾アヤ子さん

、
鷲
尾
ア
ヤ
子
さ
ん
に
お
話
を
伺
っ
た
。

「
結
婚
式
は
、
お
互
い
の
好
き
と
い
う
気
持
だ
け
で
は
で

き
ま
せ
ん
。
家
と
家
と
が
縁
を
結
ぶ
の
で
す
か
ら
今
ま
で

な
か
っ
た
相
手
の
親
族
と
も
関
係
が
で
き
る
の
で
す
。
だ

か
ら
こ
そ
け
じ
め
と
し
て
結
納
等
結
婚
に
ま
つ
わ
る
儀
式

を
、
大
切
に
し
て
と
り
行
っ
て
ほ
し
い
の
で
す
」
と
語
る
。

核
家
族
体
系
が
大
部
分
を
占
め
る
今
、
慣
習
に
関
す
る
予

備
知
識
が
各
家
庭
に
差
が
あ
る
の
は
無
理
も
な
く
、
若
い

２
人
が
初
め
て
あ
た
る
壁
で
も
あ
る
。
昔
は
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
家
同
士
が
見
合
い
で
縁
組
み
し
て
い
た
が
、
恋
愛

結
婚
が
多
く
格
に
こ
だ
わ
ら
ず
自
由
な
結
婚
が
で
き
る
現

代
だ
か
ら
、
２
人
が
し
っ
か
り
知
識
を
身
に
つ
け
て
、
結
婚

と
い
う
も
の
を
理
解
し
、
幸
せ
の
ゴ
ー
ル
を
切
る
よ
う
自

覚
す
る
べ
き
。
結
婚
と
い
う
関
心
事
で
社
会
生
活
に
必
要

番

j撫繍熟指すノ

|★FashjonWafc伽☆’

〃

《母

大丸神戸店ブ．ライダルサロン
ブライダルマザー

鷲尾アヤ子さん
を訪ねて

、 ＃

成
人
式
も
終
え
て
加
代
が
ス
タ
ー
ト
す
る
と
、
女
の
子
が
気
に
な
り
だ
す
の
が
「
結
婚
」
。
と
こ
ろ
が

大
問
題
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
ブ
ラ
イ
ダ
ル
」
自
体
に
は
漠
然
と
し
た
イ
メ
ー
ジ
し
か
な
い
。

そ
ん
な
花
嫁
予
備
軍
の
不
安
を
解
消
し
て
く
れ
る
の
が
、
大
丸
神
戸
店
地
下
１
Ｆ
に
あ
る
ブ
ラ
イ
ダ
ル

サ
ロ
ン
。
こ
の
ブ
ラ
イ
ダ
ル
サ
ロ
ン
に
い
る
７
人
の
ブ
ラ
イ
ダ
ル
マ
ザ
ー
が
、
幸
せ
の
Ｈ
Ｏ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
を
、

ま
る
で
お
母
さ
ん
の
よ
う
に
親
身
に
な
っ
て
教
え
て
く
れ
る
。

そ
こ
で
今
日
は
ブ
ラ
イ
ダ
ル
マ
ザ
ー
の
１
人
、
鷲
尾
ア
ヤ
子
さ
ん
に
お
話
を
伺
っ
た
。

、､ ば声己、

〆 7４
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篭

●
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ

こ
れ
か
ら
、
２
人
で
始
め
る
ワ

ク
ワ
ク
ド
キ
ド
キ
の
新
生
活
を
よ

り
充
実
さ
せ
る
為
、
マ
ザ
ー
や
サ

ロ
ン
が
、
お
酒
落
で
耳
よ
り
な
生

活
情
報
を
、
い
ち
早
く
届
け
て
く

れ
ま
す
。

０こんなことアドバイスします①

蕪
霧

な
知
識
や
マ
ナ
ー
を
身
に
つ
け
る
き
っ
か
け
に
な
る
よ
う

に
、
縁
組
み
の
決
ま
っ
た
人
は
も
ち
ろ
ん
ま
だ
シ
ン
グ
ル

現
役
組
の
人
も
ど
ん
ど
ん
、
ブ
ラ
イ
ダ
ル
マ
ザ
ー
を
訪
ね

て
ほ
し
い
と
鷲
尾
さ
ん
は
語
る
。

マ
ザ
ー
の
的
確
な
ア
ド
バ
イ
ス
で
大
切
な
慣
習
を
守
り

つ
つ
、
現
代
感
覚
あ
ふ
れ
る
自
分
流
の
ス
タ
イ
ル
の
挙
式

を
幸
せ
一
杯
で
挙
げ
た
カ
ッ
プ
ル
が
多
く
誕
生
し
て
い

る
。
ブ
ラ
イ
ダ
ル
サ
ロ
ン
の
会
員
「
ト
ゥ
イ
ン
ク
ル
」
に
入

会
す
る
と
、
お
見
合
い
写
真
か
ら
結
婚
後
の
新
生
活
ま
で

ブ
ラ
イ
ダ
ル
マ
ザ
ー
の
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
の
ア
ド
バ
イ
ス
は

も
ち
ろ
ん
、
ブ
ラ
イ
ダ
ル
セ
ミ
ナ
ー
の
案
内
、
婚
礼
品
の
優

待
等
、
様
々
な
特
典
も
あ
る
。
自
分
ス
タ
イ
ル
の
と
び
き
り

お
酒
落
で
幸
せ
な
プ
ラ
イ
ダ
ル
に
憧
れ
る
神
戸
の
お
嬢
さ

。
●

ん
方
に
は
知
っ
て
て
大
得
の
ナ
イ
ス
ス
ポ
ッ
ト
で
あ
る
。

国
問
合
せ
中
央
区
明
石
町
加
大
丸
神
戸
店
Ｂ
１
Ｆ
ブ
ラ
イ
ダ
ル
サ
ロ
ン

富
３
３
１
１
８
１
２
１

１
７５
１

結婚予備軍、集まれ／
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